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今後の予定2
2月６日(木）10:00～11:30 みそ作り教室②

２月１3日（木)1９:30～ 一括交付金検討委員会

２月１６日（日）14:00～16:30   日置を語る会

※詳細は別紙案内チラシをご覧ください。

3月9日（日）8:00～ 日置川清掃

※詳細は2月末発行の案内チラシで

3月１3日（木)19:30～ 木曜会

2月

3月

５年ぶりの

懇親会あり!

特産品部会

日置まちづくり協議会みそ作り教室①が、去る１月１６日に開催されました。日置産のみそ

はとても評判が良く、皆さんに喜んでいただいています。１年のうち１番寒くなるこのころが

みそ作りの適期です。今年も参加者の皆さんと一緒にみそを手作りしました。

みその材料はシンプルです。大豆・塩・麹・種水、この材料で１０ケ月くらい待つことに

よって熟成され、美味しく美味しくなります。少しでも多くの皆さんに参加していただきたい

と思います。

私が、まだ小学生だったころは、麹作りから家族全員が関わりをもってみそを大量に作

りました。いわゆるみそ蔵と言われるところにみそを貯蔵し、一年物二年物と貯蔵されてい

て、みそ蔵の中に入ると熟成したみそのいい香りが漂っていました。又、みその中に野菜

を漬けたそれぞれの家のみそ漬けの塩気が、機械化されていない厳しい農家の労働を支

えていました。

みそ作り

参加者全員で材料を混ぜ合わせます。

ミンサーにかけて、すりつぶします。

各自の容器に空気を抜きながら詰めます。



 

※なお、古紙回収の実績に対して交付される「鳥取市再資源化等 推進事業奨励金」は、従来通り
　青谷小中学校PTAに寄付しています。

　　
日置グラウンドの南端にある防災倉庫の中には、土の

う袋、土のう、一輪車、スコップを常備しています。

夏から秋の水害に対する防災資材として、地域の自警

団等の方に自由に使用してもらうためのものです。この

度、在庫状況を把握するため、倉庫の入り口に使用簿

を設置しました。使用の際には、使用簿の記入と事務局

（公民館）へのご一報をお願いしています。

防災部会

古紙・アルミ缶回収にご協力いただきありがとうございます！
環境部会

お願い

★古紙回収ボックスについて

・古紙は、入口の扉を開けて雨や雪のかからない奥の方

からつめて入れてください。

・紙類以外のビニールやプラスチック素材のものは回収

されません。(ファイル表紙やアルバムなど)

防災倉庫に使用簿を設置しました

地域生活交通検討委員会

手前の扉を開けて、奥まで

持ち込んで積んでください。

新聞紙の部屋

令和3年に、まちづくり協議会が、「地区における今後の生活交通のあり方について必要な

検討を行う会」として、日置地区地域生活交通検討委員会が設置され、メンバーは各集落から

推薦された者により構成されています。

過去4回の検討委員会では、鳥取市青谷町地域生活交通協議会報告を受けながら活動を

模索していました。

過日開催された検討委員会では、昨年実施された青谷バスアンケート

調査結果について青谷町総合支所の説明報告を受け、今後の活動を

確認しました。共助交通について導入を含めたアンケート、利用者の

実態調査、先進地視察を行うことが決まりました。今後皆様にご協力

をお願いすることが多々発生しますがよろしくお願いします。

9月 10月 11月 12月 合　計

古紙

(段ボール・新聞・雑誌）
1,740 1,840 1,680 1,600 6,860

アルミ缶 1,209 642 858 1,134 3,843

合　　　計 2,949 2,482 2,538 2,734 10,703

※上記収益金は、まち協会計に繰り入れます。

資源回収収益金 （R6.9月～12月分)　　　（単位：円）


